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市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
付
を

上
記
日
程
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
申
告
す
る
必
要
の
あ
る
人
は
、

申
告
期
限
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
幸

手
市
に
住
所
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得（
不
動

産
所
得
や
雑
所
得
な
ど
）
が

あ
っ
た
人

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け

た
人

④
幸
手
市
に
は
住
ん
で
い
な
い
が
、

店
舗
を
構
え
て
営
業
し
た
人

⑤
平
成
25
年
中
に
所
得
が
な
か
っ

た
人
で
も
、
非
課
税
証
明
書
や

所
得
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
を

必
要
と
す
る
人

※
平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た（
す
る
予

定
の
）人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
告
に
必
要
な
物

①
申
告
書

②
印
鑑

③
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
所
得
者

は
源
泉
徴
収
票

④
事
業
ま
た
は
農
業
所
得
者
は
収

支
内
訳
書（
事
前
に
記
入
済
み

の
も
の
）な
ど

⑤
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
控

除
証
明
書

⑥
生
命
保
険（
一
般
生
命
保
険
、

介
護
医
療
保
険
、
個
人
年
金
保

険
）、
地
震
保
険
な
ど
の
控
除

証
明
書

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

平
成
25
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険
な
ど

に
よ
る
補
て
ん
額
の
分
か
る
も

の（
事
前
に
1
年
間
分
の
合
計

額
を
計
算
）

※
医
療
費
控
除
明
細
書
は
、
税
務

課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
1
月
号
の
折
込
み

チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.satte.

l
g
.
j
p
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
も
の
も
利
用
で
き
ま
す
。

⑧
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

（
郵
送
の
場
合
は
コ
ピ
ー
を
添
付
）

⑨
学
生
は
、
学
生
証（
郵
送
の
場

合
は
コ
ピ
ー
を
添
付
）

⑩
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
も
の

申告は３月１７日までに

と き と こ ろ 対 象 地 区

2/17（月）

ウェルス幸手

2 階研修室

惣新田、細野、西関宿、花島、中島、槙野地、神扇、
平野、中野、長間 2/17（月）～ 20 日（木）

税理士会による無料相談

※所得税のみ

18（火） 上吉羽、神明内、木立、下宇和田、上宇和田、下吉羽
19（水） 栄1～ 3番
20（木） 栄 4～ 7番

21（金）
戸島、戸島 1・2丁目、吉野、吉野 1丁目、天神島、天神島 1丁目、平須賀、
平須賀 1・2丁目

23（日）

市役所第二庁舎

2 階第 1 会議室

平日に申告ができない人
24（月） 緑台1・2丁目
25（火） 東1・2丁目
26（水） 東 3～ 5丁目
27（木） 中1～ 3丁目
28（金） 中4丁目、北 2・3丁目

3/3（月） 中5丁目
4（火） 北1丁目
5（水） 大字幸手 1～ 3,300 番台・5,000 番台、内国府間、外国府間、権現堂
6（木） 上高野、上高野1丁目
7（金） 南1・2丁目
10（月） 南 3丁目
11（火）

コミュニティ

センター集会室

大字幸手 3,400～ 4,000 番台、西1・2丁目
12（水） 中川崎、下川崎、松石、高須賀
13（木） 香日向1～ 4丁目
14（金） 千塚、円藤内
17（月） 上記の日程に申告ができない人

▼申告日程 受 付 時 間
（全日程とも）

午前の部：午前 8時 30分～11時（整理券は8時15分から発券）
午後の部：午後 1時～ 3 時 30 分（整理券は1時から発券）

・指定日に都合が付かない人は、上記日程の中で都合の良い日にお越しください。
・各会場の受付初日および午前中は大変混み合います。待ち時間が長くなりますので、時間に余裕をもって

お越しください。なお、例年、午後の方が比較的空いています。
・申告期間中は、税務課窓口では申告できませんので、お手数でも申告会場までお越しください。
・駐車場には限りがありますので、なるべく車の利用はご遠慮ください。
・郵送による受付もしています。詳細については、税務課にお問い合わせください。所

得
税
の
申
告

問
合
せ
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当
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復 興 特 別 所 得 税 の 創 設
　所得税において、東日本大震災からの復興を図ることを

目的とし、復興施策に必要な財源を確保するための特別措

置として平成 25 年分から平成 49 年分までの間、所得税額

の 2.1％の相当額をご負担いただく復興特別所得税が創設

されました。

〔復興特別所得税の算式〕

復興特別所得税の額＝各年分の基準所得税額×税率（2.1％）

公的年金収入が 400 万円以下の人へ
　公的年金収入が 400 万円以下で、かつ、公的年金に係る

雑所得以外の所得が 20 万円以下の場合など、所得税の確

定申告をする必要がない場合でも、配偶者控除、扶養控除、

社会保険料控除、生命保険料控除、地震保険料控除などに

ついて、市・県民税の申告をすることで税額を低く抑える

ことができる場合があります（確定申告がお済みの人は、

市・県民税の申告を重ねてする必要はありません）。

▼公的年金受給者が寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合

の市・県民税申告手続きの簡素化について

　平成 25 年分の公的年金収入分から、公的年金受給者が

年金保険者に提出する「扶養親族等申告書」に新たに「寡婦

（寡夫）」の項目が追加されたことに伴い、この申告書に記

載済みの人は、市・県民税の申告書により寡婦（寡夫）控除

の申告をする必要がなくなりました。扶養親族等の申告書

で申告した内容については、年金保険者から郵送される公

的年金収入に係る源泉徴収票で確認してください。

所
得
税
の
申
告

問
合
せ
　
春
日
部
税
務
署（
春
日
部
市
大
沼
2
丁
目
12
番
地
1
）

　
　
　
　
　　　　
☎
0
4
8（
7
3
3
）2
1
1
1〔
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
〕

 
①事業所得などがある人
　事業をしている人、不動産収入があった人、土地や建物を売った人などで、計算の結果、
所得税が課税される人

②給与所得などがある人
　大部分の給与所得者は、年末調整で所得税の納税を完了しますが、つぎの場合は確定
申告が必要となります。

・前年（平成 25年 1月 1日～ 12月 31日）の給与収入金額が 2,000 万円を超えたとき
・給与所得や退職所得以外の所得金額が 20 万円を超えたとき
・給与を 2 か所以上から受け、年末調整されなかった給与の収入金額と給与所得

や退職所得以外の各種の所得金額の合計額が 20 万円を超えたとき
※春日部税務署での平成 25 年分所得税の確定申告の受付期間は 2 月 17 日（月）～ 3 月 17
日（月）です。なお、土曜・日曜日の受付は 2月 23 日（日）、3月 2日（日）のみとなります。

■ 確定申告が必要な人

 
　　確定申告は、市内の各申告会場（右ページの日程）でもできますが、つぎの人は市内会
場での申告はできませんので、税務署までお願いします。

・青色申告・損失申告・準確定申告（年の中途で死亡した場合の相続人の申告）・過
年度申告をする人

・源泉徴収票のない人で、確定申告をする人
・土地・家屋、株、ゴルフ会員権などの譲渡所得について申告する人（公共用地の

土地収用に係る譲渡所得も含む）
・雑損控除の申告をする人（東日本大震災による雑損控除も含む）
・投資信託などに伴う所得の申告をする人
・申告分離課税を選択する配当所得の申告をする人
・初めて住宅借入金等特別控除の申告をする人
・住宅耐震改修特別控除・住宅特定改修特別税額控除・認定長期優良住宅新築等特

別税額控除の申告をする人

■ 市内会場での受付

税理士会による無料相談
　税理士会による無料相談（所得税のみ）

も実施します。営業、農業、そのほか庶

業で確定申告をする人は、事前の申込み

は不要ですので、ご利用ください（青色

申告・譲渡所得を除く）。

と　き　2月 17 日（月）～ 20 日（木）

　　　　午前 9時～ 11 時

　　　　午後 1時 30 分～ 3時 30 分　

ところ　ウェルス幸手 2階研修室

市・県民税均等割税額の改正
　東日本大震災からの復興を図ることを

目的とし、全国的に、かつ緊急に地方公

共団体が実施する防災のための施策に必

要な財源を確保するため、平成 26 年度

から平成 35 年度までの間、市民税と県

民税の均等割税額にそれぞれ 500 円を加

算します。

平成25年度まで 平成26年度から 
平成35年度まで

市 民 税 3,000 円 3,500 円

県 民 税 1,000 円 1,500 円

合 計 4,000 円 5,000 円


